










































最終試験は 2月 19日に行われた. 審査委員一同出席の下まず，査読付き学術論文は３編が第 1著
者として掲載済みであること,また講演発表は国際会議７回,国内学会 15 回の発表をしていること
を確認した．国内外の会議における優秀講演賞等も 6件にのぼり，さらには 2件の招待講演も行っ
ている．合同セミナーへの出席回数も 60時間を越えていることを確認した． 
学術論文は２編が英語で書かれており,かつ,国際会議においては英語による発表を行っており,語
学については問題ないと判断した．専門知識については公開発表会(2月 19日)当日の質疑や予備審
査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した． 
以上から,学生について博士論文審査,最終試験とも合格と判定した． 
 
